
10 ＪＲ能登川駅周辺地域における住民の移動の利便性・安全性の向上

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 東近江市

・能登川消防署からＪＲ能登川駅東口市街地への緊急車到着平均時間を平成２３年度と比較して４０秒短縮する。

（H23当初） （H25末） （H27末）
能登川消防署からＪＲ能登川駅東口市街地への緊急車両の到着時間を測定し平均する。

Ａ1　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

10-A1-1 街路 一般 東近江市 直接 － 街路 改築 鉄道交差隧道改良 L=0.22㎞東近江市 2,800

10-A1-2 道路 一般 東近江市 直接 － 市町村道 改築 東近江市 87

小計（道路事業） 2,887

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

市町村名
港湾・地区名

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

工種
省略

要素となる事業名

　ＪＲ能登川駅の東西を結ぶ街路および駅へのアクセス道路を整備することにより、緊急輸送路の確保と通行車両の分散化および緊急車両の到着時間の短縮を図る。これにより駅周辺市街の安全で安心なまちづくりを
進める。

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業内容

（事業箇所）

0 百万円 

（都）中学校線　垣見工区

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
工種

番号 事業者
省略

要素となる事業名

番号 事業者

　　計画の成果目標（定量的指標）

（1）能登川北部線　佐野工区

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

０秒 －４０秒

Ｃ 0 百万円 
効果促進事業費の割合

　　%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

バイパス　L＝0.15km

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,887 百万円 Ａ 2,887 百万円 Ｂ

－１０秒



計画の名称 10 ＪＲ能登川駅周辺地域における住民の移動の利便性・安全性の向上

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 東近江市交付対象

　（参考図面）

（都）中学校線 

10-A1-1 

市道能登川高校線 

ＪＲ能登川駅 

能登川公民館 

能登川南小学校 

市立能登川病院 県立能登川高等学校 

（１）能登川北部

10-A1-2 

整備済み区間 

計画区間 


